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は し が き

熊 取 町 内で は現 在 32ケ 所の遺跡が存在 しています。 こ う

した遺 跡や そ こか ら出土 した遺 物 は、私た ちの歴史 を知

る上 で先 人 が残 して くれ た貴 重 な文 化遺産 です。

本町域 では、近 年 住 宅 建 築 に伴 う宅地 開発 が急 速 に進

ん でい ます が 、 本 町教 育委 員 会 では、開 発関 係者 等 の ご

理解 とご協 力 を得 て、遺 跡範 囲 内での事 前 の発 掘調査 や

或 は工 事 計 画 地 で の立 会 ・分布 調査 を実施 して参 りま し

た 。

昭和 61年度のこれ らの事業の中で、南海電気鉄道株式会社

が進 め てい る熊取 町南 部 開 発地 の埋蔵 文化 財 の分 布 調 査

を実施 し、 こ こに その概 要 報告 書 を作成 いた しま した 。

この分 布 調査 に よって、平 安 時 代 と思わ れ る瓦 を は じ

め 多数 の遺 物 が採 取 され 、古 代か ら近 世 へ の移行期 の 姿

を類 推す る上 で貴 重 な資 料 とな る もの と期 待 してお りま

す。

なお、 この 調査 及 び報 告 書 の作 成 に 当 って ご尽 力 いた

だ きま した方 々並 びに 関 係 各位 に対 し感 謝 の意 を表 し ま

す。

昭和 62年 3月

熊取 町教 育委員 会

教 育 長   原 治  平



口

1.本書は、熊取町教育委員会が南海電気鉄道株式会社

の委託を うけて実施 した 泉南郡熊取町所在の同社が計

画す る宅地造成地内の埋蔵文化財分布調査報告書であ

る。

2.調査に要 した費用は全て南海電気鉄道株式会社の負担

に よる。

3.調査は熊取町教育委員会嘱託井田匡を調査担当者 と

して昭和 61年 11月 25日 着手 し、昭和 62年 3月 31日

終 了 した。なお調査における事務連絡等は町史編 さん

室根来光恵がお こなった。

4.調査の実施 と整理にあた っては小西辰夫、古武秀智、

根来龍也、根来和男、津村知宏、鈴木利明、藤原育男、

二反田茂樹、金納圭吾、成川憲明、木戸え り子、森下

恵子、渡辺由美子、 自木千佳子、庄司恵子、富村伊都

子の諸氏の参加 と協力を得た他、坪之内徹、玉谷哲の

両氏 より有益な助言を得た。 また南海電気鉄道株式会

制 に関係各位 より多大な協力を得た。明記 して感謝

の意を表 したい。

5.本書の執筆、編集は井田がお こなった。

6.調査にあた っては写真記録のほかカラースライ ドを

作成 した、広 く利用 され ることを望む。
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第 1章 沿  革

第 1 節 調査に至 る経過

南海電気鉄道株式会社が宅地造成を計画 している熊取町南部地区周辺には、

周知の遺跡が数多 く存在 し、遺構 ・遺物が発見 され る可能性が極めて濃厚な地

域である。 しか し残念なが ら現時点では、その全てにおいて遺跡の性格及び範

囲の把握にまで至 っていない。

この南部地域の開発に伴い、本教育委員会か ら埋蔵文化財の有否確認の必要

性について指導を受けた同地の所有者である南海電気鉄道株式会社か ら、調査

に関す る申請がだ され、 これに基づ き申請者 と協議 した結果、分布調査を実施

す ることにな り、昭和 61年 11月 17日 付を もって受託契約を行 った。 以上が

調査に至る経過である。

第 2節  周辺の環境

大阪府の南部、泉南地域に位置す る熊取町は、基盤山脈である和泉山脈 より

丘陵及び洪積段丘の高位面が派生 し、その前縁 としての洪積段丘中位面や低位

面で構成 されている。 また河川の下流

には沖積段丘や氾濫原は狭小であるが

存在す る。調査地は和泉山脈の一部か

ら派生 している洪積段丘の高位面及び

中位面にあた り、山林や 田畑が広が り、

地形を有効に利用 した溜め池が谷筋に

点在す る農村風景である。 しか し近年、

宅地の造成に伴 う住宅建設が進み、各

所でその景観 も変わ りつつある。周辺

の周知の遺跡 としては久保城跡、城の

下遺跡、下高田遺跡、成合寺遺跡、花

成寺跡、鳥羽殿城跡、墓の谷遺跡があ

げ られ るがいずれ もその規模、性格の

把握にまでは至 っていない。
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第 1図  熊取 町 の位 置
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第 3節  調査区の設定 と調査方法

調査区の設定

分布調査の対象 となった地域は、熊取町の南部で和田、高田の南地区にまた

がる山林及び平地部である。今回の分布調査では南海電気鉄道株式会社の所有

地を中心 として行 ったが、一部 これ らに接する田畑、山林 も調査の対象 とした。

調査方法

調査は、地表面の観察 と遺物表面採取を基本 としておこなった。遺物の表面

採取については、複数の調査者が同地点を踏査す るように配慮 し、山林部につ

いて も可能な限 り踏査を試みた。また調査区域 内の高田興正寺裏の山間部につ

いては既に掘削 されてお り、調査不可能であるため調査区域か ら除外 した。

第 2図 南部開発予定地位置図
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第 3図 遺 物 採 集 地 点 図



第 2章 調 査 成 果

第 1節  各地 点の状況

第 1地点

西 の池の南側で池堤部 と狭 い丘陵部があ り、 ここか ら数個 の近 世遺 物 を採取

した。

第 2地点

山間 部か ら派生 した丘陵部で、小字名が 鳥羽殿 とされてい るこ とか ら城郭跡

では ないか とみ られ てい る。 中世 とみ られ る瓦 片が数点 と瓦器片、近 世 磁器 を

採取 す るこ とがで きた。

第 3地点

西 の池の西側で丘陵 であ る。遺 物 は採取 で きなか った。

第 4地点

和 田の集 落付近 で、主 に 田畑地 を踏査 した。 ここか らは近世遺 物 として染付

の破片を採取 した。

第 5地点

山間 部の谷で、地形 を有効 に利用 した溜池が点在 してい る。遺 物は採集 で き

なか った。

第 6地点

高 田興 正寺の西側にあた る地点 であ るが、か な りの掘削が行わ れ てお り調査

は不可 能であ った。 しか し寺の裏側 で寺の もの とみ られ る瓦 の破 片を採 集す る

こ とが で きた。

第 7地 点

菖蒲 谷池に面 した山の斜面部で、 雨水を集 め るのが 目的 とみ られ る瓦 状 の もの

を積 んだ跡が存在 していた。

第 8地 点

小字 名では寺山にあた る地点で、削平 された テ ラス状の地形 で あ る。平安 時

代 とみ られ る瓦 の破片が採集 され てい る。

第 9地点

和 田の集 落の南 に位 置す る山間 部で、遺物は採集 で きなか った。
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第 2節  採集遺 物

平安時代か ら江戸時代にかけ ての各時期 の遺物 が表採 された。その大部分は

平地部 で多い傾 向を示 した。

瓦

第 6図 2は 小字 名寺山にあた る地 点で、採取 した凸面に縄 目があ り凹面 に布

日と平行 タタキ メを もつ瓦 であ る。平安末期 の瓦 とお もわれ る。 2の 凹面に布

日・ 凸面に圧痕 が数 ケ所み られ る。中世の瓦 とお もわれ る。

近 世瓦

第 6図 3は 高 田興 正寺 よ り西へ 100π 程離れ た山間部で採取 した。左回 りの

巴文 であ る。 巴文 の模様 の頭部が小 さ くやや尾が長いが焼成や胎上が 良い。 2

は軒平瓦 でや は り近世 の ものであ る。周縁が広 く唐 草文が小 さい。

上錘

鳥羽殿 の東 側の 田で多量に採取 した。網 の沈 子 として利用 された ものであ る

が使 用 目的は不 明であ る。時期 は断定はで きないが近世 とお もわれ る。

瓦器

鳥羽殿 の東 の 田で採取 した破片であ るが摩 滅が進 んでい る。小片であ るため

図化 で きない。

近 世伊万 里染付

第 4図 7.89.10.H.12は 伊万里 の染付 であ る。主 に 田畑部 で採取 で きた。

また 10は 自磁 の鉢 とお もわれ るが器種は断定 で きない。第 5図色 絵の染付は江

戸時代中期 時代以降 の もので、み こみ に三 ツ葉文 がみ られ る。 また高 台の裏面

に蛇 の 目に釉 をか きとった跡がみ うけ られ る。

これ らの遺 物 のほか に もサ ヌカイ トの剥片や須恵質の破片、土師質の破片、

ハナ ンズナの付 着 した瓦 片 も採取 されてい る。

-5-
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第 4図 採集遺物 (1)
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第 5図  採集遺物 (2)
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第 6図  採集遺物 (3)

今回の分布調査は一般的な踏査方法に より、山間部では尾根谷筋を中心に、

平地部では田畑一枚一枚を丹念に行 った。その結果、広範囲に及ぶ遺物の散布

状況の把握ができ、同時に平安時代末期か ら近世に至 る遺物を多数採取するこ

とがで きた。 これ らの遺物の散布状況か らみ るかぎ り、未確認遺跡の存在が十

分予想できる。

今後 さらに試掘調査等を行い、その性格及び範囲等を究明してい く必要があ

ると考える。
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第 3章  植物分布と小字名について

植物分布について

調査区域内における植物の分布については「熊取町の植物」では第 7図の よ

うな植物分布が しるされている。和 田川周辺地区にはマンリョウ、 コクラン、

サフランモ ドキなどが稀な存在 として しるされている他、モウセンゴケの自生

地 として大池の南側があげ られている。

第 7図  調査区域周辺植物分布図

小字名について

調査区域 内には遺跡に関連すると思われる小字名は特にみあた らない。高田

の堂の山、堂の谷、 また和 田の寺山が注意すべ き小字名 と思われ るが寺などの

所有 している山 と解釈す るのが妥当だ と思われ る。
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第 8図 調 査 区 域 周 辺 4｀ 字 名 図


